
七飯町立大沼岳陽学校

第８学年 〔単元名〕Unit4 Homestay in America

〔単元の目標〕

・来日予定の外国人に日本の文化や習慣を紹介するために、事実や自分の考え、気持ちなどを整理し、簡単な語句や文を用
いてまとまりのある内容を話すことができる。

〔単元の目標の達成に向けた手立て〕

〔単元の目標の達成状況〕
・採点の基準(ルーブリック)を事前に提示し、生徒と共有することによ
り、生徒は具体的な到達目標を設定し、目標達成に向かって学習に取
り組むことができた。

・中間発表で自己評価と相互評価を行ったことにより、意欲的に発表内
容を工夫改善する生徒が増えた。

〔改善の方向性〕
・学習到達目標の達成状況を把握し、採点の基
準(ルーブリック)による評価の妥当性と信頼性
の観点から改善を図る必要がある。

・まとまりのある内容を話すことができるよう、
内容面の視点から指導する必要がある。
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手立て 資料

① 単元の目標と単元のゴールとなるプレゼンテーションのテーマを生徒と共有する A

② 生徒一人一人が作成したプレゼンテーションによる中間発表を位置付ける B

③ 中間発表から修正し、プレゼンテーションコンテストを行う C

実践テーマ「『指導と評価の一体化』のためのパフォーマンステストの改善充実」



単元の目標の達成に向けた手立ての具体

①単元の目標と単元のゴールとなるプレゼンテーションのテーマを生徒と共有する

○ 「来日予定の外国人に日本の文
化や習慣を紹介する」という単元
のゴールとなるプレゼンテーショ
ンのテーマを確認する。

○ 日本と外国の文化等についてペ
ア及びグループで話し合い、異文
化についての考えを深める。

○ 採点の基準(ルーブリック)を確
認する

○ ゴールに向けた見通しをもち、
個人の目標を立てる。

○ 外国人から見た日本のイメージ
や外国人が知りたい日本について
紹介する。

○ 日本のアニメや温泉のマナー、
日本のお土産などについて、外国
人の視点に立ったモデル提示する。

○ 採点の基準(ルーブリック)を示
し、評価のポイントを伝える。

〔児童（生徒）の活動〕 〔教師の指導〕 〔工夫点〕

○ 必然性のある目的
や場面、状況を設定
することにより、生
徒の意欲を引き出す。

○ 具体的なモデルを
示すことにより、見
通しをもてるように
する。

○ １人１台端末を活
用し、生徒の考えや
意見を整理できるよ
うにする。【資料A】外国人から見た日本のイメージ例



単元の目標の達成に向けた手立ての具体

②生徒一人一人が作成したプレゼンテーションによる中間発表を位置付ける

○ 発表に必要な言語材料を選択し、
発表原稿とスライド資料を作成す
る。

○ まとまりのある内容を伝えるた
めに、接続詞及び全体構成等を工
夫させる。

〔児童（生徒）の活動〕 〔教師の指導〕

○ 中間発表前に、採点の基準(ル
ーブリック)を再確認させたり、
生徒による相互評価をさせる。

〇 採点の基準（ルーブリック）を
確認するとともに、互いの発表に
ついてアドバイスし合う。

〔工夫点〕

○ 目的や場面、状況
などに応じて、「何
を話すといよいか」
を判断するよう促す。

○ １人１台端末を活
用し、評価内容を共
有する。

【資料B】言語材料例 【資料B】言語材料例



単元の目標の達成に向けた手立ての具体

③中間発表から修正し、プレゼンテーションコンテストを行う

〇 中間発表における生徒同士の
相互評価及び教師による評価を基
に、発表内容について工夫改善を
図る。

○ 中間発表における生徒同士によ
る相互評価及び教師による評価を
新たな課題として捉えさせる。

〔児童（生徒）の活動〕 〔教師の指導〕

○ プレゼンテーションコンテスト
の結果を基に言語面・内容面から
改善点等について指導する。

○ ALTと連携を図り、異文化理解
について理解を深めさせる。

〇 修正した内容をもとに、プレ
ゼンテーションを行う。

〔工夫点〕

○ 発表の様子を振り
返ることができるよ
う、発表動画をクラ
ウド上で共有する。

○ 学習への意欲が向
上するよう、生徒の
実態に応じた具体的
な改善点等を示す。

○ ALTによるモデル
を示すことにより、
今後の学習に生かせ
るようにする。

【資料C】プレゼンテーションコンテスト

http://drive.google.com/file/d/1SbeB39XSMpNnNUMoDxEioFVlVCDoUUMu/view

